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概要 

本研究は、“感性時系列メディア・ハブ機構”の基本モデルとして、182次元の色彩印象空間により 2の 182乗の種類の

印象コンテキストを識別可能な動画像感性分析機構、および、24 調性に対応する 24 次元の音楽感性空間により、2 の

24 乗の種類の印象コンテキストを識別可能な音楽感性分析機構を構築した。応用技術として、感性分析・検索の個人化

技術、および分散並列処理技術を開発し、個人の感性的嗜好に合致する対象の自動配信基盤を実現した。 

 

１．まえがき 

本研究開発の目的は、映像や音楽データなどの時間的な

内容の変化を伴う時系列メディアデータを対象として、そ

の内容に応じた感性メタデータの自動抽出、および、利用

者の意図や関心に応じた感性計量処理を伴う能動的・自動

的なデータベース検索起動・情報配信を行うコンテンツ流

通基盤を構築することである。本研究開発では、平成 22

年度から平成 24 年度の 3 年間にわたり、“感性時系列メ

ディア・ハブ機構”の実現を進めてきた。この感性時系列

メディア・ハブ機構は、Web 上に拡大する動画像、音楽

データ、および、動画像を対象とし、それらを多様なコン

テキストを持つ時系列メディアデータとして捉え、感性分

析による印象コンテキストの自動抽出、検索、配信を行う

システムである。本機構は、これまで感性的な視点からの

情報獲得が困難であった時系列メディアデータを対象と

して、個人の感性的嗜好に合致する対象の自動配信環境を

実現する、新たなコンテンツ流通基盤として位置づけるこ

とが出来る。 

 

 
図１ 動画像・音楽メディアを対象とした印象分析・可

視化・配信を実現する MediaMatrix をオープンソース・

ソフトウェアとして公開 

２．研究開発内容及び成果 

本研究開発において最も重要な成果は、感性時系列メデ

ィア・ハブ機構の実装システムであるMediaMatrix のオ

ープンソース・ソフトウェアとしての公開である（図１）。

MediaMatrix は、動画像データから、その感性的特徴を

表すメタデータを自動抽出し、得られたメタデータを用い

た関連性の計量機能による情報獲得を実現する。本システ

ムは、色彩心理学において定義された 130 色のマンセル

基本色の組み合わせである 182配色セットを用いて、182

次元の色彩印象空間を構築する。この 182 配色セットに

おいて、1つの配色は1つの固有の印象語に対応しており、

構築した 182 次元の色彩印象空間は、2 の 182 乗の種類

の印象のコンテキストを識別することが出来る。さらに、

本システムは、生成した時系列色彩印象マトリクスを対象

として、動画像の特定箇所において局所的に強く出現する

印象（図２）、および、動画像全体において支配的に出現

する印象（図３）を自動的に抽出する特徴選択の演算を適

用し、動画像の全体的なイメージと局所的なイメージを表

現する 2種類の印象メタデータを抽出する。この特徴選択

の演算を、本研究では、“時系列印象変化分析による特徴

選択演算”と呼ぶ。開発したシステムでは、色彩印象空間

において設定されたストーリー特徴選択演算により、それ

ぞれの印象語がストーリー中において位置づけられる文

脈を、動画像の内容変化に応じて動的に計算することが可

能である。また、ストーリーの変化に応じた特徴選択の機

能を導入することにより、動画像全体を一つのメタデータ

として要約することにより生じる印象の曖昧性を排除す

ることを可能としている。これにより、検索の対象となる

動画像データの内容についての詳細を知ることなくスト

ーリーの変化に応じた印象検索を可能とした。 

本研究開発による学術的成果、および、国際共同研究の

成果について示す。本研究開発における特筆すべき成果と

して、合計 5件の国際会議における受賞を得た。論文採択

率 30％以下の競争的な国際会議として認知されており、

これらの国際会議で評価されたことは、本研究が国際的に
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優れた水準のものであることを示している。 

 データベース分野における著名な国際学会である

DASFAA 2010(The 15th International Conference 

on Database Systems for Advanced Applications)

において、Best Demo Awardを受賞。 

 Web 技術に関する国際会議 ICIW2012(The 7th 

International Conference on Internet and Web 

Applications and Services)において、2件の論文が

Best Papers Awardを受賞 

 ICIW2013(The 8th International Conference on 

Internet and Web Applications and Services)に平

成 24年度に投降し、平成 25年度に発表した 2件の

論文が Best Papers Awardを受賞。 

大規模動画像・音楽データを対象として、データの到着と

並行して上述の感性分析処理を実行するオン・ザ・フライ

型の感性プロセッシング機構を実現した。このオン・ザ・

フライ型の感性プロセッシング機構は、検索や分析の対象

となる画像および動画像をネットワークから取得すると

同時に、それらメディアデータ群の感性的特徴量を表現す

るベクトル群を、オン・ザ・フライで（その場で）生成す

ることにより、状況を即時に反映した検索や分析を行うシ

ステムである。 

 

 
図２ 感性時系列メディア分析・可視化機構として，動

画像ストリームの特定箇所において局所的に強い相関を

示す印象特徴量の時系列変化を可視化する機能を実現 

 

 
図３ 感性時系列メディア分析・可視化機構として，動

画像ストリーム全体において支配的な印象特徴量の時系

列変化を可視化する機能を実現 

 

３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

開発したソフトウェアMediaMatrixは、オープンソー

ス・ソフトウェアとして公開し、研究代表者所属機関にお

ける講義教材、および、大学院生用の実験用ソフトウェア

として活用されている。本システム開発に関する国際的展

開として、米国カリフォルニア大学サンディエゴ校

Shlomo Dubnov 准教授、米国ワシントン大学ボセル校

Munehiro Fukuda准教授、スロベニア・リュブリャナ大

学の Ana Šaša博士、フィンランド・タンペレ工科大学の

Pekka Sillberg研究員、および、Petri Rantanen研究員

との間で、MediaMatrix に関する国際共同研究を進めて

いる。今後の予定として、実利用システムの国際的な普及

可能性を検証し、国内外の情報通信関連企業との連携によ

る組み込み型ソフトウェアの開発、実用化を目指す。 

４．むすび 
本研究開発では、Web 上に拡大する動画像、音楽デー

タ、および、動画像を対象とし、それらを多様なコンテキ

ストを持つ時系列メディアデータとして捉え、感性分析に

よる印象コンテキストの自動抽出、検索、配信を行う感性

時系列メディア・ハブ機構を実現した。感性時系列メディ

ア・ハブ機構は、Web 動画像データ、および、音楽デー

タを対象とした自動分析・検索・配信を実現するだけでな

く、開発したアルゴリズムは、地上デジタル放送、および、

モバイル・コンテンツ配信環境における時系列メディアデ

ータ配信に広く適用可能である。また、近年普及している

スマートフォンを対象として、組み込み型感性時系列メデ

ィア・ハブ機構を導入する実験を進めている。 
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